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温
度

お
こ
っ
て
い
る
と
き
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と
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温
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は

つ
め
た
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な
る

う
れ
し
い
と
き

楽
し
い
と
き

心
の
温
度
は

温
か
く
な
る

心
の
温
度
が

つ
め
た
い
か
ら

温
か
い
に

変
わ
る
と
き

す
て
き
な
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る

小
野
小
学
校　
6
年
（
当
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
口　
愛
子
さ
ん

第
44
回
（
令
和
2
年
度
）

「
わ
た
し
と
人
権
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の
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特
選
作
品

瀬田東小学校　 1年（当時）
 小野　樹生さん
第44回（令和 2年度）
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新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
見
え
て
き
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一

つ
は
、
日
本
社
会
に
お
け
る
医
療
を
は
じ
め
と
し
た
人
間
の
ケ
ア
を
す
る
公
的
セ

ク
タ
ー
の
脆
弱
性
で
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
諸
国
の
中
で
、
日

本
は
、
人
口
あ
た
り
の
公
務
員
数
と
医
師
数
の
割
合
が
極
端
に
低
い
国
な
の
で

す
。
病
床
数
や
高
度
な
医
療
器
具
は
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
な
の
に
、
そ
れ

に
対
応
す
る
人
の
数
が
圧
倒
的
に
少
な
く
、
結
果
と
し
て
、
自
宅
待
機
型
の
感
染

者
が
増
加
し
ま
し
た
。
人
間
の
生
命
や
健
康
は
、
人
権
の
中
で
も
最
重
要
の
課
題

な
の
に
、
結
果
的
に
悲
惨
な
状
況
が
あ
ち
こ
ち
で
生
じ
た
の
で
す
。
今
後
、
一
層

高
齢
化
が
進
む
日
本
社
会
に
と
っ
て
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
顕
在
化
さ
せ
た
日
本

社
会
の
医
療
や
福
祉
、
さ
ら
に
公
的
セ
ク
タ
ー
全
体
の
「
も
ろ
さ
」
に
対
し
て
、

早
急
に
対
応
が
必
要
で
し
ょ
う
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
公
雄
「
コ
ロ
ナ

が
露
わ
に
し
た
現
代
社
会
、
1
、
2
」、
京
都
大
学
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
『
立
ち
止

ま
っ
て
考
え
る
』
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
Y
o
u
t
u
b
e
で
簡
単
に
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
）。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会
的
性
別
）
の
問
題
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
始
め
た
2
0
2
0
年
4
月
、
国
連
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
女
性
へ
の
影
響
」
と
い
う
報
告
書
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生
じ
た
経
済
危
機
が
、
女
性
の
雇
用
を
奪
う
可
能
性

や
、
Ｄ
Ｖ
・
性
暴
力
の
増
加
の
危
機
、
ケ
ア
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
多
い
女
性
に

過
剰
な
負
担
が
の
し
か
か
る
こ
と
、
ま
た
世
界
の
医
療
従
事
者
の
7
割
を
占
め
る

と
言
わ
れ
る
女
性
の
感
染
拡
大
の
可
能
性
な
ど
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
、
女

性
の
側
に
重
く
の
し
か
か
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
様
々
な
対
策
の
必
要
性
が
訴
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
実
際
、日
本
で
も
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
に
設
置
さ
れ
た
研
究
会
で
の
レ
ポ
ー

ト
「
コ
ロ
ナ
下
の
女
性
へ
の
影
響
に
つ
い
て
」
に
よ
っ
て
、
女
性
た
ち
へ
の
コ
ロ

ナ
の
影
響
が
見
え
て
き
ま
す
。
例
え
ば
2
0
2
0
年
4
月
か
ら
8
月
の
4
ケ
月

で
、
男
女
と
も
就
業
者
数
・
雇
用
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
女

性
は
男
性
の
ほ
ぼ
倍
の
方
が
職
を
失
っ
て
い
ま
す
（
就
業
者
数
で
は
、
男
性
37
万

人
減
に
対
し
て
女
性
70
万
人
減
、
雇
用
者
数
で
も
男
性
32
万
人
減
・
女
性
は
74
万

人
減
）。
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
各
都
道
府
県
に
設
置
）
の
相
談
件
数
に
つ
い
て
も
、
2
0
1
9
年
4
月
か
ら
9

月
と
20
年
の
同
期
間
を
比
較
す
る
と
、
前
年
比
15
･
5
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
の
中
で
の
親
し
い
間
柄
で
生
じ
る

暴
力
の
増
加
（
性
暴
力
の
ほ
と
ん
ど
は
「
顔
見
知
り
」
以
上
の
身
近
な
人
が
加
害

者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
）
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
の
自
殺
が
増

加
し
始
め
て
い
る
こ
と
で
す
。
世
界
中
ほ
と
ん
ど
の
国
で
男
性
と
女
性
の
自
殺
死

亡
率
は
、
男
性
が
3
倍
か
ら
4
倍
く
ら
い
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
際

比
較
を
す
る
と
、
日
本
は
、
韓
国
な
ど
と
と
も
に
女
性
の
自
殺
死
亡
率
が
高
い
国

で
し
た
（
と
い
っ
て
も
、
男
性
が
女
性
の
倍
く
ら
い
多
か
っ
た
の
で
す
が
）。
こ

こ
10
年
ほ
ど
自
殺
者
数
は
男
女
と
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
2
0
2
0
年

を
通
し
て
見
る
と
、
前
年
と
比
べ
て
男
性
（
自
殺
者
数
1
4,
0
5
5
人
）
は
23

人
減
少
し
た
の
に
、
女
性
（
同
7,
0
2
6
人
）
は
9
3
5
人
も
増
加
し
て
い
る

の
で
す
（
警
察
庁
の
デ
ー
タ
に
よ
る
）。
特
に
、
若
い
世
代
の
自
殺
が
目
立
つ
の

も
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
特
徴
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
負
担
が
女
性
の
肩

に
よ
り
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
か
ら
も
見
え
て
き

ま
す
。

　
で
は
、
男
性
は
コ
ロ
ナ
を
う
ま
く
乗
り
切
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、
男
性
の
方
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
40
代
か
ら
60
代
の
働
き
盛
り
世
代
で
は
、
死
亡
者
の
ほ
ぼ
8
割
が
男

性
な
の
で
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
死
亡
し
た
男
性
は
し
ば
し
ば
生
活
習

慣
病
に
由
来
す
る
既
往
症
（
特
に
糖
尿
病
等
）
を
持
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の

で
す
。
こ
こ
に
も
、
ケ
ア
の
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
ケ
ア
は
、
医
療
や
介
護
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
幅
広
い
言
葉
と
し

て
考
え
て
く
だ
さ
い
。
私
は
「
自
他
（
自
分
や
他
者
）
の
身
体
や
生
命
、
さ
ら
に

生
活
や
気
持
ち
な
ど
へ
の
配
慮
」
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
男
性
は
、
こ

れ
ま
で
女
性
の
ケ
ア
に
依
存
し
な
が
ら
、
自
分
も
含
む
周
囲
へ
の
ケ
ア
が
不
足
し

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
公
的
な
ケ
ア
の
仕
組
み
の
弱
さ

と
と
も
に
、
ケ
ア
の
仕
事
を
一
方
的
に
女
性
に
押
し
付
け

て
き
た
現
代
社
会
の
問
題
を
問
い
か
け
て
い
ま
す
。
幅
広

い
言
葉
で
と
ら
え
る
「
ケ
ア
」
と
い
う
視
座
か
ら
、
男
性

も
ま
た
、
周
囲
と
関
わ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
明
ら
か

に
し
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
私
た
ち
が
生
き
る
現

代
社
会
に
お
い
て
潜
在
化
し
て
い
た
様
々
な
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
社
会
的
・
文
化
的
役
割
と
し
て
形
成
さ

れ
て
き
た
男
女
の
あ
り
方
で
あ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会
的
性
別
）
に
関
す

る
問
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
し
て
は
、
人
に
よ
っ
て
様
々
な
考
え
方
、
価
値
観
が

あ
り
、
一
概
に
捉
え
る
こ
と
が
難
し
い
側
面
も
あ
る
中
で
、
多
様
化
、
複

雑
化
す
る
人
権
課
題
の
一
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
も
た
ら
し
た
課
題
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

京
都
産
業
大
学 

現
代
社
会
学
部 

客
員
教
授 

伊
藤
公
雄
先
生
に
「
新
型
コ

ロ
ナ
禍
時
代
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
主
に
女
性
が
担
っ
て

き
た
ケ
ア
に
焦
点
を
当
て
て
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ぜ
い
じ
ゃ
く
せ
い 新

型
コ
ロ
ナ
禍
時
代
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
ケ
ア
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考
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る
〜

新
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コ
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禍
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と
ジ
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ダ
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ケ
ア
の
視
点
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え
る
〜

新
型
コ
ロ
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と
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コ
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新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
見
え
て
き
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一

つ
は
、
日
本
社
会
に
お
け
る
医
療
を
は
じ
め
と
し
た
人
間
の
ケ
ア
を
す
る
公
的
セ

ク
タ
ー
の
脆
弱
性
で
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
諸
国
の
中
で
、
日

本
は
、
人
口
あ
た
り
の
公
務
員
数
と
医
師
数
の
割
合
が
極
端
に
低
い
国
な
の
で

す
。
病
床
数
や
高
度
な
医
療
器
具
は
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
な
の
に
、
そ
れ

に
対
応
す
る
人
の
数
が
圧
倒
的
に
少
な
く
、
結
果
と
し
て
、
自
宅
待
機
型
の
感
染

者
が
増
加
し
ま
し
た
。
人
間
の
生
命
や
健
康
は
、
人
権
の
中
で
も
最
重
要
の
課
題

な
の
に
、
結
果
的
に
悲
惨
な
状
況
が
あ
ち
こ
ち
で
生
じ
た
の
で
す
。
今
後
、
一
層

高
齢
化
が
進
む
日
本
社
会
に
と
っ
て
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
顕
在
化
さ
せ
た
日
本

社
会
の
医
療
や
福
祉
、
さ
ら
に
公
的
セ
ク
タ
ー
全
体
の
「
も
ろ
さ
」
に
対
し
て
、

早
急
に
対
応
が
必
要
で
し
ょ
う
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
公
雄
「
コ
ロ
ナ

が
露
わ
に
し
た
現
代
社
会
、
1
、
2
」、
京
都
大
学
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
『
立
ち
止

ま
っ
て
考
え
る
』
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
Y
o
u
t
u
b
e
で
簡
単
に
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
）。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会
的
性
別
）
の
問
題
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
始
め
た
2
0
2
0
年
4
月
、
国
連
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
女
性
へ
の
影
響
」
と
い
う
報
告
書
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生
じ
た
経
済
危
機
が
、
女
性
の
雇
用
を
奪
う
可
能
性

や
、
Ｄ
Ｖ
・
性
暴
力
の
増
加
の
危
機
、
ケ
ア
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
多
い
女
性
に

過
剰
な
負
担
が
の
し
か
か
る
こ
と
、
ま
た
世
界
の
医
療
従
事
者
の
7
割
を
占
め
る

と
言
わ
れ
る
女
性
の
感
染
拡
大
の
可
能
性
な
ど
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
、
女

性
の
側
に
重
く
の
し
か
か
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
様
々
な
対
策
の
必
要
性
が
訴
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
実
際
、日
本
で
も
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
に
設
置
さ
れ
た
研
究
会
で
の
レ
ポ
ー

ト
「
コ
ロ
ナ
下
の
女
性
へ
の
影
響
に
つ
い
て
」
に
よ
っ
て
、
女
性
た
ち
へ
の
コ
ロ

ナ
の
影
響
が
見
え
て
き
ま
す
。
例
え
ば
2
0
2
0
年
4
月
か
ら
8
月
の
4
ケ
月

で
、
男
女
と
も
就
業
者
数
・
雇
用
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
女

性
は
男
性
の
ほ
ぼ
倍
の
方
が
職
を
失
っ
て
い
ま
す
（
就
業
者
数
で
は
、
男
性
37
万

人
減
に
対
し
て
女
性
70
万
人
減
、
雇
用
者
数
で
も
男
性
32
万
人
減
・
女
性
は
74
万

人
減
）。
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
各
都
道
府
県
に
設
置
）
の
相
談
件
数
に
つ
い
て
も
、
2
0
1
9
年
4
月
か
ら
9

月
と
20
年
の
同
期
間
を
比
較
す
る
と
、
前
年
比
15
･
5
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
の
中
で
の
親
し
い
間
柄
で
生
じ
る

暴
力
の
増
加
（
性
暴
力
の
ほ
と
ん
ど
は
「
顔
見
知
り
」
以
上
の
身
近
な
人
が
加
害

者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
）
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
の
自
殺
が
増

加
し
始
め
て
い
る
こ
と
で
す
。
世
界
中
ほ
と
ん
ど
の
国
で
男
性
と
女
性
の
自
殺
死

亡
率
は
、
男
性
が
3
倍
か
ら
4
倍
く
ら
い
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
際

比
較
を
す
る
と
、
日
本
は
、
韓
国
な
ど
と
と
も
に
女
性
の
自
殺
死
亡
率
が
高
い
国

で
し
た
（
と
い
っ
て
も
、
男
性
が
女
性
の
倍
く
ら
い
多
か
っ
た
の
で
す
が
）。
こ

こ
10
年
ほ
ど
自
殺
者
数
は
男
女
と
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
2
0
2
0
年

を
通
し
て
見
る
と
、
前
年
と
比
べ
て
男
性
（
自
殺
者
数
1
4,
0
5
5
人
）
は
23

人
減
少
し
た
の
に
、
女
性
（
同
7,
0
2
6
人
）
は
9
3
5
人
も
増
加
し
て
い
る

の
で
す
（
警
察
庁
の
デ
ー
タ
に
よ
る
）。
特
に
、
若
い
世
代
の
自
殺
が
目
立
つ
の

も
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
特
徴
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
負
担
が
女
性
の
肩

に
よ
り
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
か
ら
も
見
え
て
き

ま
す
。

　
で
は
、
男
性
は
コ
ロ
ナ
を
う
ま
く
乗
り
切
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、
男
性
の
方
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
40
代
か
ら
60
代
の
働
き
盛
り
世
代
で
は
、
死
亡
者
の
ほ
ぼ
8
割
が
男

性
な
の
で
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
死
亡
し
た
男
性
は
し
ば
し
ば
生
活
習

慣
病
に
由
来
す
る
既
往
症
（
特
に
糖
尿
病
等
）
を
持
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の

で
す
。
こ
こ
に
も
、
ケ
ア
の
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
ケ
ア
は
、
医
療
や
介
護
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
幅
広
い
言
葉
と
し

て
考
え
て
く
だ
さ
い
。
私
は
「
自
他
（
自
分
や
他
者
）
の
身
体
や
生
命
、
さ
ら
に

生
活
や
気
持
ち
な
ど
へ
の
配
慮
」
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
男
性
は
、
こ

れ
ま
で
女
性
の
ケ
ア
に
依
存
し
な
が
ら
、
自
分
も
含
む
周
囲
へ
の
ケ
ア
が
不
足
し

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
公
的
な
ケ
ア
の
仕
組
み
の
弱
さ

と
と
も
に
、
ケ
ア
の
仕
事
を
一
方
的
に
女
性
に
押
し
付
け

て
き
た
現
代
社
会
の
問
題
を
問
い
か
け
て
い
ま
す
。
幅
広

い
言
葉
で
と
ら
え
る
「
ケ
ア
」
と
い
う
視
座
か
ら
、
男
性

も
ま
た
、
周
囲
と
関
わ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
明
ら
か

に
し
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

1
9
5
1
年
生
ま
れ
。
京
都
産
業
大
学
現
代
社
会
学
部
客
員
教
授
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推

進
室
長
、
京
都
大
学
・
大
阪
大
学
名
誉
教
授
。
文
化
社
会
学
、
政
治
社
会
学
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
論
専
攻
。
京
都
大
学
文
学
部
・
同
大
学
院
博
士
課
程
で
社
会
学
専
攻
後
、
イ
タ
リ
ア

政
府
給
費
留
学
生
と
し
て
ミ
ラ
ノ
大
学
政
治
学
部
留
学
。
大
阪
大
学
人
間
科
学
部
助
教

授
・
教
授
を
経
て
、
京
都
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
教
授
。
内
閣
府
男
女
共
同
参
画

会
議
専
門
調
査
会
委
員
、
日
本
学
術
会
議
会
員
（
23
|
24
期
）、
大
阪
府
・
京
都
府
・
滋

賀
県
の
男
女
共
同
参
画
審
議
会
会
長
な
ど
を
歴
任
。
現
在
、（
独
）
国
立
女
性
教
育
会
館

監
事
、
日
本
イ
タ
リ
ア
会
館
常
務
理
事
な
ど
。
著
書
に
『〈
男
ら
し
さ
〉
の
ゆ
く
え
』『
男

性
学
入
門
』『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
社
会
学
』、『「
男
女
共
同
参
画
」
が
問
い
か
け
る
も
の
』
な

ど
。
共
編
著
に
『
社
会
学
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
』（
全
10
巻
、
別
巻
1
）、『
新
版　
日
本
の
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
』（
全
12
巻
）、『
女
性
学
・
男
性
学　
第
3
版
』
な
ど
。

伊
藤　
公
雄

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

い　
と
う　
　
　

 

き
み　
お

「
ケ
ア
」の
必
要
性
に
つ
い
て

「
ケ
ア
」の
必
要
性
に
つ
い
て
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　坂本学区社会福祉協議会では、
小中学校の夏休みや冬休みの期間
を利用して、【さかもと寺子屋教
室】を比叡ふれあいセンターにて
開催しており、近隣の小中学生が
宿題を持ち寄って参加していま

す。平成27年度より地域の方々や近隣学校の先生方がこ
の活動を支援してくれています。この活動は、学校生活
を長い期間離れる時期に子どもたちの生活習慣や学習習
慣を保つ目的の他に、子どもたちを地域の大人の目で見
守るために行っています。
　昨今は人間関係が希薄になってきていると言われるこ
ともあります。【さかもと寺子屋教室】は、長期休暇
中、家庭の中だけで過ごす子どもが地域に出て、地域の
方々や先生方に見守られ、自分が大事にされていること
を実感することで安心し、人とのつながりに居心地の良
さを覚える機会になっています。
　また、同じ地域に生きる子どもたちと大人たちをつな
ぐきっかけになり、寺子屋教室の場以外でも良い関係性
が続くことを願い、開催してきました。「人は自分が認
められることで、他人を認めることができる。」といわ
れます。家族をはじめ、たくさんの大人と関わった子ど
もの心にはきっと他人を思いやる『芽』が芽生え、育つ
ことでしょう。
　子どもたちの心に他人を思いやる『芽』を育てるよう
な活動はみなさんの周りにもあるかもしれません。夏の
猛暑やコロナウイルス感染など、それぞれの地域での活
動の壁となる事象も起こりえますが、子どもたちの心の
『芽』を大きくしていくために、『つながり』を絶やさ
ない工夫をしながら広めていく、【さかもと寺子屋教室】
も『つながり』を大事に、輪を大きくしながら続けてい
きたいと思っています。

　人権を守る大津市民の会では「人権の尊重された明
るい社会」をめざし、作文、詩、標語、ポスター等の募集
を行っています。女性、子ども、高齢者、障害者、同和問
題、外国人などの人権にかかわる問題をぜひ作品にし
てご応募ください。

＊作品審査は令和 4 年 1 月上旬の予定。審査結果は
公表し、入賞者には直接通知します。
＊特別賞・特選受賞者には賞状と記念品を、佳作受賞
者には賞状を贈呈します。
＊特別賞受賞者には、「ほのぼの賞」・「すこやか賞」・「ふ
れあい賞」・「ときめき賞」・「さわやか賞」の各賞を授与
し、表彰式で賞します。
＊入賞作品は、冊子「わたしと人権」や大津市のホーム
ページ等で公表するとともに、様々な団体や機関の
人権啓発活動の資料として活用します。公表する際
には、作品、学校園名、学年、氏名（一般の方はお住ま
いの地域）が公表されますので、ご了承の上で応募し
てください。尚、作品の版権は大津市及び人権を守
る大津市民の会に属しますのでご了承ください。
＊応募作品につきましては、原則返却いたしません。

〠520-8575 大津市御陵町 3番 1号
　　 大津市教育委員会事務局　生涯学習課内
　　 「人権を守る大津市民の会」事務局
　　 ☎（直通）528-2635

送り先・問い合わせ先

審査・発表

応募要領

「住所・氏名・タイトル・年令・電話番号」を明記してください。

（1）募集期間
令和 3年 6月28日（月）～令和 3年12月13日（月）
（2）応募資格
大津市に在住・在学・在勤の方
市内の保・幼・こ・小・中・高校生の個人の作品について
は、学校園を通してご応募ください。ただし、高校生
は直接応募していただいても構いません。
（3）募集作品（未発表の作品に限ります。）

応募にあたって注意すること等部　門
作　文
詩

標　語

ポスター

その他

原稿用紙に記入（1,200字以内）
内容は、「感想文」・「主張」・「体験記」・「意見」など
ハガキまたは、ハガキ大の用紙でご応募ください。
（ハガキ1枚で複数応募可能）
画用紙（ 4 つ切）。作品には、人権の尊重された明る
い社会にふさわしい文字を必ず添えてください。
パネル 1枚（横120cm×縦180cm）以内でパネルに掲
示可能な作品
人権尊重をアピールするにふさわしい作品（集団作
品など上記四部門以外）

ご
意
見
や
ご
感
想
は
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今
号
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
特
集
記
事
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
聞
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
性
別
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
社
会
的
役
割
意

識
は
、
私
た
ち
が
社
会
生
活
を
送
る
中
で
自
然
に
身
に
付
い
て
き
た

も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
、
良
く
も
悪
く
も
社
会
全
体
に
様
々
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
環
境
で
育
ち
、

ゆ
え
に
考
え
方
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
互

い
の
価
値
観
を
認
め
合
い
、
尊
重
し
、
共
生
で
き
る
社
会
が
実
現
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
が
き

第45回

「わたしと人権」作品を募集しています「わたしと人権」作品を募集しています

輝きびと●４




